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鏡川は高知市土佐山の高尻木山（標高 897. 

4m）に端を発し，高知市を貫流したのちに浦戸

湾に注ぐ，幹線流路延長 30.5 km，流域面積 170 

km2 の二級河川である（高知市環境政策課，

2017）．全流程が高知市を貫流する鏡川水系で

は，淡水域においては比較的古くから魚類相調

査が行われており，これまでに多くの報告がな

されている（岡村ほか，1976，1990，1992；遠

藤ほか，2009）．一方，汽水域における魚類相

調査の事例は少なく，まとまった報告としては

田井野ほか（2003）が唯一のものである．この

ほか，特定の魚種に関しては，高橋（2015）が

トサシマドジョウ Cobitis tosaensis Takahas-

hi, 2026 を，町田・丸林（2016）がアカメ Lates 

japonicus Katayama and Taki, 1984 を，岡村

ほか（2024）がイドミミズハゼ Luciogobius 

pallidus Regan, 1940 を，岡村（2025）がアミ

メカワヨウジ Hippichthys heptagonus Blee-

ker, 1849 を報告している．これらをあわせる

と，鏡川水系からこれまでに記録された魚類は

20 目 47 科 106 種となる．この度，これらの記

録にない魚類 3 種に加え，田井野ほか（2003）

が目録として報告しているが，標本に基づく詳

細な報告のなかった 1 種を加えた 4 種の魚類が

得られたため報告する． 

 

材料と方法 

 

本報告に用いた標本は，鏡川水系において著

者が非定期的に行っている手網による採集調査

と，高知県林業振興・環境部自然共生課による

野生生物分布調査委託業務の一環として 2024

年 9 月 16 日および同 10 月 19 日に行われた汽

水域における魚類観察会で参加者により採集さ

れたものである．採集された魚類は生かして研

究室に持ち帰り，クローブオイルで麻酔した後

に 3%ホルマリンで薬殺し，生鮮時の写真を撮

影した．その後，10%ホルマリンで固定し，1 週

間以上経過してから 70%エタノール水溶液に

移し替えた．作成した標本はすべて高知大学海

洋生物学研究室魚類標本（BSKU）として登録・

保管した．魚類の分類は本村（2026）の日本産

魚類目録 ver.39 にしたがい，種の同定ならびに

計数・計測方法は中坊編（2013）を基本とした

が，体サイズ等から未成魚と推定されるカラド

ジョウMisgurnus dabryanus (Dabry de Their-

sant, 1872)については，高橋・清水（2016）を

参考にした．なお，ここでいう尾鰭前不分枝軟

条とは尾鰭前方の尾柄部背側の肉質隆起に埋没

した微小な棒状骨列を指し，観察はアリザリン

レッド染色を施したうえで双眼実体顕微鏡の透

過光を用いて行った．  
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種 の 記 録 

 

コイ目 Cypriniformes 

ドジョウ科 Cobitidae 

カラドジョウ Misgurnus dabryanus (Dabry de 

Thiersant, 1872)（図 1） 

 BSKU 137909，4 個体（33.5－53.1mm SL：

標準体長，以下省略），高知県高知市久礼野鏡

川水系重倉川左岸用水路（図 2，33.6105N，133. 

5678E），2017 年 9 月 30 日採集，採集者：高

橋弘明．背鰭ⅲ，7，臀鰭ⅲ，5－6，胸鰭ⅰ，11，

腹鰭ⅱ，5－6，尾鰭 8+8，尾鰭前不分枝軟条数

33－36．体高（背鰭起点）/体長 16.1－18.0（平

均 17.1）%，腹鰭前長/体長 58.7－63.1（平均

61.1）%，胸鰭長/体長 14.3－17.4（平均 16.1）%，

尾柄高/体長 11.0－15.7（平均 12.9）%，尾柄高

/尾柄長 61.1－95.7（平均 76.7）%，第 3 口ひ

げ長/頭長 31.1－61.5（平均 36.4）%． 

調査標本は胸鰭分枝軟条数が 11 であること，

尾鰭前不分枝軟条数が 33－36 であること，お

よび上記の計測値が概ね高橋・清水（2016）の

示したカラドジョウ稚魚の形態的特徴と一致す

る．なお，細谷（2013）によればカラドジョウ

の尾柄高/尾柄長は 70%以上とされているが，

今回の標本中 2 個体は尾柄高/尾柄長がそれぞ

れ 61.1%，67.6%とこれを下回った．しかし，

今回得られた標本はいずれも骨質盤等の二次性

徴に係る特徴を発現しておらず，前述のとおり        

 

図 1．カラドジョウ Misgurnus dabryanus（BSKU 137909，53.1mm SL） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．カラドジョウ Misgurnus dabryanus の採集地点（高知県高知市久礼野鏡川水系重倉川左岸用

水路，2023 年 5 月 26 日撮影，標本採集時と状況はほとんど変化していない）  
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その他の形質がカラドジョウと一致することか

ら成長過程における変異とみなした．高知県に

おけるカラドジョウの記録については，高橋

（2023）が「高知県の淡水魚類」の中で，最近

10 年間の変化として，高知市と南国市における

カラドジョウの分布拡大について言及している

ものの，詳細については不明であった．本種は

朝鮮半島，中国大陸中南部原産の国外外来種で

あり，北海道，沖縄を除く国内各地から記録さ

れている（中島・内山，2017）．今回，本種が

採集された地点は市街地や平野部の農地ではな

く，鏡川源流集水域の一部を成す中山間地の比

較的自然豊かな地域であることから，鏡川水系

においては既に相当広範囲に亘って本種が分布

を拡大している可能性がある．今後，在来のド

ジョウ Misgurnus anguillicaudatus (Cantor, 

1842)との競合や置き換わり等が懸念され，早

急な実態把握が望まれる． 

 

ハゼ目 Gobiiformes 

カワアナゴ科 Eleotridae 

チチブモドキ Eleotris acanthopoma Bleeker, 

1853（図 3） 

BSKU 137910，1 個体（46.0mm SL），高知

県高知市筆山町鏡川右岸（図 4，33.5529N，133. 

5362E），2024 年 9 月 16 日採集，採集者：高

知県野生生物分布調査委託業務の汽水域におけ

る魚類観察会参加者．背鰭Ⅳ-Ⅰ，8，臀鰭Ⅰ， 

8，胸鰭 17（左），16（右），腹鰭Ⅰ，5，縦列

鱗数 51．眼下に 5 本の横列孔器があり，このう

ち 2 本目と 4 本目はその下の縦列孔器を越える

が 3 本目と 5 本目は縦列孔器を越えない．鰓蓋

上部と下部を走る孔器は後端で接触しない（図

5）．体は茶褐色で第 1 背鰭は黄色味を帯びた半

透明で基部と中央部付近に 2 本の暗色縦帯があ

る． 

調査標本は明仁ほか（2013）の示すチチブモ

ドキの形態的特徴に一致したため本種と同定さ

れた．本種は浦戸湾から坂本ほか（2009）によ

って記録されているが，鏡川では田井野ほか

（2003）が出現種リストに挙げているものの，

標本の所在や形態的特徴については不明であっ

た．したがって，本報告は標本に基づく鏡川水

系からの初記録となる．なお，本種は高知県版

レッドデ－タブックにおいて準絶滅危惧種

（NT）に選定されている（高知県レッドデ－タ

ブック（動物編）改訂事業改訂委員会編，2018）． 

 

ニザダイ目 Acanthuriformes 

フエダイ科 Lutjanidae 

ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus (Fors-

skål, 1775)（図 6） 

BSKU 137911，1 個体（54.8mm SL），高知

県高知市筆山町鏡川右岸（図 4，33.5529N，133. 

5362E），2024 年 10 月 19 日採集，採集者：高

知県野生生物分布調査委託業務の汽水域におけ

る魚類観察会参加者．背鰭Ⅹ，14，臀鰭Ⅲ，8，

胸鰭 16（左右），腹鰭Ⅰ，5，尾鰭 8+8，側線

上有孔鱗数 49，鰓耙数 6+12．体側に 8 本の暗

色横帯を有し，その間隔幅は横帯の幅よりも狭 

 

図 3．チチブモドキ Eleotris acanthopoma（BSKU 137910，46.0mm SL） 
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い．背鰭中央部からやや先端寄りの棘条とその

間の鰭膜，腹鰭基部から先端部までの距離の

4/5 程の鰭条と鰭膜および臀鰭棘基部周辺は橙

色を帯びる．眼下から前鰓蓋骨，鰓蓋周辺は金

色身を帯び，前上顎骨の中間部直上から前鰓蓋

骨後端までの眼下線を結ぶ頬部と眼下中央部下

から前鰓蓋骨角部を結ぶ頬部に輝青色の縦帯が

ある．第 2 背鰭，尾鰭，臀鰭の後部 1/3 程の部

分は生時やや黄色味を帯びた半透明．  

調査標本は島田（2013a）および岩槻（1997）

の示すゴマフエダイ幼期の形態的特徴に一致し

たため本種と同定された．高知県下で本種は沿

岸域や汽水域で比較的普通にみられ，鏡川が流

入する浦戸湾からも古くから記録されている

（蒲原，1958；坂本ほか，2009）． 

図 4．チチブモドキ Eleotris acanthopoma，ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus，クロホシマン

ジュウダイ Scatophagus argus の採集地点（高知市筆山町鏡川右岸，2024 年 9 月 16 日撮影） 

図 5．チチブモドキ Eleotris acanthopoma（BSKU 137910，46.0mm SL）頭部側面の孔器列（図中の

黄色線で示した部分） 
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図 6．ゴマフエダイ Lutjanus argentimaculatus（BSKU 137911，54.8mm SL） 

 

クロホシマンジュウダイ科 Scatophagidae 

クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus (Lin-

naeus, 1766)（図 7） 

BSKU 137912，1 個体（39.6mm SL），高知

県高知市天筆山町鏡川右岸（図 4，33.5529N，

133.5362E），2024 年 10 月 19 日採集，採集

者：高知県野生生物分布調査委託業務の汽水域

における魚類観察会参加者．背鰭Ⅺ，17，臀鰭

Ⅳ，15，胸鰭 17，腹鰭Ⅰ，5，尾鰭 8+8．体は

著しく側扁し，体高は高く六角型に近い体型．

左右の鰓膜は峡部で互いに癒合する．体色は金

色味を帯びた明褐色で体側に瞳大－眼径大の黒

色斑が散在する．第 1 背鰭第 2－第 7 棘の鰭膜

の一部に橙色斑がある．  

調査標本は島田（2013b）の示すクロホシマン

ジュウダイの形態的特徴に概ね一致することか

ら本種と同定された．高知県下では近年個体数

が増加しており，鏡川の流入する浦戸湾内でも

トリクチス幼生から成魚に至る各成長段階の個

体が確認されている（片山ほか，2009；町田・

山川，2005；坂本ほか，2009）．汽水域におけ

る魚類観察会でも，9 月，10 月とも標本とした

個体以外にトリクチス幼生を含む稚魚や未成魚

が多く確認された． 
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図 7．クロホシマンジュウダイ Scatophagus argus（BSKU 137912，39.6mm SL） 
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